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平成29年台風21号
三重県玉城町

西日本豪雨災害
岡山県倉敷市真備町

令和元年8月豪雨
佐賀県武雄市、大町町

公門寛稀（クモンヒロキ）
・1990年佐賀県佐賀市で生まれる
・自動車部品メーカーに就職、愛知県で6年間生活。
・脱サラ後、国際NGOの船旅を通して23カ国に行く
・熊本地震で初めてのボランティア活動を経験
・熊本地震以降、災害支援団体の職員として4年間活動
・R2年10月より大町町地域おこし協力隊の災害支援担当となる

自己紹介

令和元年東日本台風
福島県いわき市

熊本地震 熊本県益城町、西原村
令和2年7月九州豪雨 熊本県人吉市

平成27年7月九州北部豪雨
福岡県朝倉市

大阪北部地震
大阪府茨木市、高槻市



 

 

佐賀県
SAGA

大町町
Omachi

六角川

JR九州
佐世保線

聖岳

南北断面図

 有明海から続く南部の低平地と北部の丘陵山地
 南部地域：洪水災害（内水氾濫）
 中北部地域：旧杵島炭鉱ボタ山・溜池→土砂災害
 JR九州佐世保線北側に集住・南部に塊村形態集住
 人口（6,301人・2,300世帯）
 高齢化率：40.4％（参考 全国高齢化率：28.4％）

人口分布
－高齢化

佐賀県杵島郡大町町



令和元年8月豪雨 令和3年8月豪雨
発災時期 2019年8月27日～28日 2021年8月11日～18日
雨量 417.5㎜ 1035㎜

時間最大雨量 93.5㎜ 70.0㎜
床下浸水 131戸 92戸
床上浸水 171戸 248戸
浸水総戸数 （302戸） （340戸）
浸水車両数 約320台 約200台
避難者数 401人（235世帯） 308人（131世帯）
避難所開設 54日間 66日間

概要

大町町と白石町の境界を流れる一
級河川「六角川」では，9カ所の
越水が発生し，浸水面積6900ha，
浸水家屋2936戸となる大規模な
浸水被害が発生した。また，この
浸水に伴い，大町町南部に位置す
る鉄工所から油流出事故が発生

大町町役場に設置された雨量計に
よると，8月14日午前2時に，1時
間あたり雨量70.0㎜を記録し，
11日からの総雨量が600㎜に達し
た。また，町内では各地の浸水被
害のほか，溜池付近の山林の地す
べり兆候がみられた

佐賀県大町町の内水氾濫による多重災害
令和元年8月 令和3年8月



令和元年と令和3年の浸水状況の変化
令和3年8月豪雨

浸水無し 床下浸水 床上浸水 合計
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浸水無し 0 2 2 4

床下浸水 0 10 38 48

床上浸水 0 9 90 99

合計 0 21 130 151
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令和3年8月豪雨

自宅内 避難所
（自力）

避難所
（救助）

避難所
以外 合計

令
和
元
年
８
月
豪
雨

自宅内 40 8 10 3 61
避難所（自力で） 5 28 6 3 42
避難所（救助で） 1 6 24 3 34
避難所以外 3 1 0 10 14
合計 49 43 40 19 151

令和元年と令和3年の避難行動の変化
令和元年8月

令和3年8月
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美郷 公民館 武道場
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美郷 公民館 武道場 体育館 ひじり ひじりの湯

令和元年8月

令和3年8月

避難所設置数：3箇所
最大避難者数：400人
避難所開設期間：54日

避難所設置数：5箇所
最大避難者数：300人
避難所開設期間：66日

避難行動

避難行動



大町町防災交流拠点
 地域おこし協力隊
 風組関東・PBV

中島区公民館分館
 PBVピースボート
 自治会

下潟区公民分館
 Open Japan
 自治会

地域支援交流拠点
（物資配布・交流サロン・資材貸出・技術案件対応・家屋保全講習）

大町町・行政
（保健医療チーム）

社会福祉協議会
（災害ボランティア）

NPO
（大町町CSO推進室）

情報共有・連携

災害時三者連携と拠点型支援
令和元年8月

令和3年8月

支援拠点

支援拠点



令和3年8月大雨災害 大町町 緊急期対応 CSO連携体制
被災された住民のみなさま

大町町役場

支援メニュー（例） 物資配布、食事、心身の健康面、場づくり(交流サロン等)、
資機材貸出、家屋保全講習、技術案件対応、カビ調査など

技術ニーズ調整
床、床下、壁、カビ、消毒など

佐賀県

SPF
中間支援組織

おもやい
(武雄市)

大町防災交流拠点 Peri. 中島区公民館分館 下潟区公民分館

大町全地区
技術案件対応

CSO連携室

シーズ･ニーズ調整
物資、炊き出し、マッサージ、

団体受入れなど
協働連携

運営主体
日レスPBV

※内閣府＆JVOAD避
難生活専門委員

避難所

調整

平日2名体制

技術案件対応

OJ
運営サポート

＋技術対応
NPO拠点

協力依頼

SCN
協力連携

日レス
運営主体

担当：公門

グリーン
コープ

包
括
協
定

日レス

2021.09.09更新

物
資
協
定

Civic Force

地域の支援交流拠点

運営主体
自治会
(区長)

運営サポート
ニーズ把握

PBV

運営主体
地域おこし
協力隊
担当：平井

運営サポート
ニーズ把握
風組
PBV

運営主体
自治会
(区長)

運営サポート
ニーズ把握

OJ

風組
アドバイザー

運営サポート
PBV

避難所運営
コロナ感染症対策
アドバイザー

め組

SCN

RA
育成

武雄市
おもやい

応援

大町町社会福祉協議会
（災害ボランティアセンター）

情報共有･依頼

支援団体名（略称）※順不同

・佐賀県地域おこし協力隊ネットワーク（SCN）
・佐賀災害支援プラットフォーム（SPF）
・日本レスキュー協会（日レス）
・おもやい
・Civic Force（CF）
・グリーンコープ
・ピースボート災害支援センター（PBV）
・OPEN JAPAN（OJ）
・風組関東（風組）
・め組JAPAN（め組）
・レスキューアシスト（RA）
・災害NGO 結
・ジャパンハート
・全国災害ボランティア支援団体ネットワーク
（JVOAD）

※概略図中の青文字は、外部支援団体

窓口：大町町地域おこし協力隊

一般ボラ
技術チーム

育成

8月版

三者連携体制図



保健医療チーム（大町町役場）
目的：要配慮者（高齢者など）の体調面の把握

災害ボランティアセンター（社会福祉協議会）
目的：ボランティア活動のニーズ把握

災害支援団体(NPO)
目的：り災証明書の発行確認、地域・戸別ニーズの把握

個別訪問による在宅避難者の把握



訪問ヒアリングシートの統一化を実施。
各セクターと情報共有することで、情報集約の効率化と住民負担の軽減

個別訪問による在宅避難者の把握



役場にて発行されるり災証明書の手続きの待ち時間を活用し、住民へ生活状況確認のアンケートを
実施した。
被災者の現在の生活状況や困り事、今後の再建についてなどを確認し支援に繋げる取り組みを行い、
被災者台帳にも紐付けを行った。
被災者との接点がある機会は多くないため、り災証明発行の際に在宅避難者の把握を行うことは有
効な手段だと考える。

世帯状況把握のアンケート実施



多様な主体の連携による被災者ニーズ把握

社
協

N
P
O

困り事：家財搬出

派遣：ボランティア

訪問：健康状態確認

相談：健康状態等

 多視点でのニーズの把握と解決方策の提示・対応の実施
 共通訪問ヒアリングシート（被災者台帳）在宅避難者支援
 社協・保健師・NPOによる被災者支援連携会議（CSO会議）
 CSO会議（Civil Society Organization 市民社会組織）

保
健
師

Aさん

Bさん

大町町における被災者支援の構造

CSO連携会議
顔が見える関係性作り

CSO連携室
相談が出来る場作り

連携による個別ニーズへの対応



大町町における被災者支援のFLOW

注：内閣府（2022）「災害ケースマネジメントに関する取組事例集」および大町町地域おこし協力隊員ヒアリングより作成



できる事、出来ない事を理解する
相互理解が重要

連携のポイント
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